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新春賀詞交歓会

木村練馬西税務署長

鈴木副会長 開会の挨拶西沢練馬都税事務所長

当会 髙橋会長谷口練馬西税務署副署長

前川練馬区長

　

一
月
二
十
一
日
（
木
）
ホ
テ
ル
カ
デ
ン
ツ
ァ

光
が
丘
に
於
い
て
当
法
人
会
の
新
春
賀
詞
交

歓
会
が
二
百
三
十
数
名
の
方
々
の
ご
参
加
に

よ
り
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
川
燿
男
練
馬
区
長
、
菅
原
一
秀

衆
議
院
議
員
、
木
村
恭
一
練
馬
西
税
務
署
署

長
、
か
し
わ
ざ
き
強
練
馬
区
議
会
議
長
、
都
議

会
議
員
、
練
馬
区
議
会
各
会
派
幹
事
長
他
多
数

の
ご
来
賓
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

髙
橋
会
長
よ
り
「
昨
年
、
支
部
組
織
と
委
員

会
組
織
の
再
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
各
支
部

長
、
各
委
員
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
順

調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会
員
増
強

に
つ
い
て
も
役
員
の
皆
様
の
ご
努
力
に
よ
り

七
十
七
名
の
新
入
会
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
も
役
員
一
同
一
枚
岩
に

な
っ
て
会
員
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼

さ
れ
る
公
益
法
人
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
平
成
二
十
八
年
新
春
賀
詞
交
歓
会
」 盛
大
に
開
催

【第一支部】
	 齋藤勇三
	 倉根税理士・行政書士事務所
	 （株）フォーリア
	 （有）ベラテック
	 （株）フルフラット
	 遠藤美保子
	 ニコニコ駐車場
	 （株）一雅
	 居酒屋　峰

【第二支部】
	 （株）みずほ銀行石神井支店　
	 みずほ証券（株）石神井支店　
	 （株）クランツ･クランツ
	 （株）Ｌｅａｆ

【第三支部】
	 （株）スタイル・エヌ
	 寿観光（株）
	 （株）白鵬エンタープライズ

【第四支部】
	 （株）グリーンフォレスト
	 ビストロカフェgava
	 川谷敏男

【第五支部】
	 （株）進和電気
	 （株）ゆとりな
	 宮澤三重子
	 永井政夫

【第六支部】
	 （株）藤岡産業
	 水分電気
	 （株）三祐電工

【第七支部】
	 （株）D'sEngineering
	 （医療法人社団）星の砂

福引抽選会

練馬西税務署の皆様

来賓、会員をお迎えする当法人会の正・副会長

松田副会長中締め・閉会の挨拶

和由貴子さんの美声

■新入会員出席者
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地
域
の
人
に
愛
さ
れ
る
写
真
館
に

　

上
石
神
井
北
口
商
店
街
で
写
真
館
を
経
営
し
て

四
〇
年
に
な
る
。二
〇
年
前
、成
人
式
の
記
念
写
真
を

写
し
た
お
客
様
が
「
娘
で
す
！
」と
お
祝
い
の
写
真

を
撮
り
に
来
ら
れ
た
の
に
は
驚
い
た
。入
園
・
入
学
・

七
五
三
の
お
祝
い
写
真
と
そ
の
間
の
受
験
写
真
等
お

付
合
い
は
続
く
。毎
年
記
念
写
真
を
撮
ら
れ
る
家
族

や
ご
主
人
の
勤
め
の
関
係
で
外
国
や
地
方
に
行
っ
て

い
た
家
族
が
「
久
し

振
り
で
す
！
お
じ
さ

ん
も
元
気
で
し
た

か
？
」
等
と
声
を
掛

け
ら
れ
る
と
正
に
写

真
家
冥
利
を
感
じ

る
。始
動
し
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

は
写
真
が
必
要
で
、

日
本
写
真
館
協
会
で

は
格
安
料
金
で
奉
仕

す
る
事
が
規
定
さ
れ

全
国
の
写
真
館
で
期

間
限
定
で
実
施
さ
れ

て
い
る
。お
年
寄
り

の
人
が
多
く
カ
メ
ラ
の
前
に
座
る
と
冗
談
半
分
で

「
も
う
年
だ
か
ら
遺
影
に
使
え
る
様
に
写
し
て
」と
言

う
方
が
多
い
。ま
だ
早
い
で
し
ょ
！
と
受
け
流
し
な

が
ら
明
る
く
元
気
な
表
情
を
狙
う
、多
シ
ョ
ッ
ト
の

中
か
ら
一
枚
を
選
ぶ
時
間
が
実
に
楽
し
い
、デ
ジ
タ

ル
で
即
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。新
聞
に
よ
る
と

カ
ー
ド
を
製
作
す
る
人
は
ま
だ
少
な
い
と
言
う
。法

人
会
や
商
店
街
の
人
達
に
利
用
し
て
頂
い
て
い
る
の

で
格
安
料
金
は
も
う
少
し
続
け
る
予
定
だ
。ビ
ル
の

二
階
な
の
で
目
立
た
な
い
が
、今
日
ま
で
知
り
合
っ

た
お
客
様
を
大
切
に
家
族
の
絆
、印
象
深
い
写
真
を

撮
り
続
け
て
い
き
た
い
。二
代
目
も
育
っ
て
き
た
の

で
今
の
目
標
を
忘
れ
な
い
で
一
緒
に
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

地
域
貢
献
の
形
は
様
々
で
あ
り
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
き
ま
す
が
、
ま
ず
は
中
小
企
業
の
経
営
改
善
・

相
談
業
務
か
ら
始
め
る
予
定
で
す
。
小
生
は
、
大
手
金

融
機
関
に
て
産
業
・
企
業
調
査
、
経
営
企
画
、
リ
ス
ク

管
理
等
を
長
く
経
験
し
て
い
る
ほ
か
、
中
小
企
業
診
断

士
と
し
て
東
京
都
の
協
会
に
も
登
録
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
経
験
が
少
し
で
も
地
域
の
方
々
の
お
役
に
立
て
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。
経
営
の
面
に
限
ら
ず
、
何
か
お
困
り

の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
皆
様
に
お
見
知
り
お
き
頂
け
れ
ば
幸
甚
で

す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
貢
献
に
向
け
て
始
動
し
ま
す

　

こ
の
度
は「
企
業
訪
問
」
に
執
筆
の
機
会
を
頂
き
、
洵

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

弊
社
は
練
馬
、
杉
並
、
中
野
に
お
い
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
・

ア
パ
ー
ト
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
等
を
運
営
す
る
不
動
産
賃

貸
業
者
で
す
。
個
人
向
け
に
関
し
て
は
、
別
会
社
の
所

有
物
件
を
含
め
、
ワ
ン
ル
ー
ム
タ
イ
プ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ

イ
プ
（
七
〇
～
八
〇
㎡
）
と
様
々
な
物
件
を
運
営
し
て
お

り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
や
お
知
り
合
い
の
方
々
で
賃
借
の

ご
用
命
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

弊
社
は
、
練
馬
区
議
会
議
長
等
を
務
め
さ
せ
て
頂
い

た
故
井
口
仙
蔵
が
創
業
、
練
馬
産
業
連
合
会
の
会
長
等

を
務
め
た
故
井
口
弘
毅
が
引
き
継
ぎ
、
先
般
、
弘
毅
の

長
男
で
あ
る
小
生
が
オ
ー
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
二
人

の
先
代
は
弊
社
を
足
場
に
練
馬
の
地
域
貢
献
活
動
を
展

開
し
て
参
り
ま
し
た
。

練
馬
の
様
々
な
方
々

の
ご
支
援
を
賜
れ
た

の
も
、
弊
社
あ
っ
て

で
あ
り
、
こ
れ
を
引

き
継
い
だ
身
と
し
て

は
、
先
代
の
意
を
汲

み
、
地
域
に
恩
返
し

し
て
い
か
な
く
て
は
、

と
決
意
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
。

不動産や経営の事等ご相談ください。

〔
第
三
支
部
〕

上
石
神
井
四
|
二
|
二
〇

電
話
〇
三-

三
九
二
八-

〇
七
五
三

代
表
取
締
役

小
川
　
登
朗

有限会社
小川写真館

時を記録し地域の方に長年ご利用頂いています。

先
代
の
意
を
汲
み
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

家
族
の
絆
、
印
象
深
い
写
真
を
撮
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。

宝
物
は
、
青
年
部
の
素
敵
な
仲
間
た
ち

　

一
九
六
八
年
に
練
馬
区
高
野
台
で
創
業
、
そ
の
後
、

一
九
八
三
年
に
会
社
を
設
立
、
一
九
九
八
年
に
練
馬
区
石

神
井
町
に
移
転
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
創
業
は
、
父
親

で
二
代
目
に
な
り
ま
す
。

　

医
療
器
械
の
卸
売
り
を
し
て
い
る
会
社
で
す
が
、
医
療
器
械

と
言
っ
て
も
と
て
も
幅
広
く
、
注
射
器
や
針
、
包
帯
・
点
滴
の

チ
ュ
ー
ブ
等
か
ら
、診
察
台
・
回
診
車
・
内
視
鏡
・
超
音
波
診
断

機
等
な
ど
、病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
介
護
施
設
や
リ
ハ
ビ
リ
施
設

で
使
わ
れ
て
い
る
物
の
ほ
と
ん
ど
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
密
着
・
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
！

　

私
ど
も
は
、
不
動
産
事
業
部
に
て
不
動
産
の
売
買
・
賃
貸

の
仲
介
・
管
理
。
建
築
商
材
部
で
ア
ル
ミ
・
ス
テ
ン
レ
ス
の
加

工
・
研
磨
材
の
販
売
、
特
殊
左
官
「
エ
コ
・
リ
バ
イ
バ
ル
工
法
」

の
販
売
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
部
で
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

元
々
祖
父
の
本
橋
京
二
（
亀
石
）
が
賃
貸
ア
パ
ー
ト
経

営
を
始
め
、
平
成
十
八
年
に
屋
号
を
今
の
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・

モ
ト
ハ
シ
に
変
更
し
、
そ
の
際
に
建
築
商
材
部
と
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

特
殊
左
官
の
「
エ
コ
・
リ
バ
イ
バ
ル
工
法
（
特
願

二
〇
〇
四
―
一
一
二
〇
七
一
）」は
様
々
な
仕
上
げ
素
材
と
そ
っ

く
り
な
フ
ェ
イ
ク
を
約
二
ｍ
ｍ
ほ
ど

の
厚
さ
で
表
現
し
創
作
す
る
左
官
仕

上
げ
工
法
。（
床
や
壁
に
場
所
を
問

わ
ず
、
木
目
調
・
割
肌
調
・
石
積
調
・

打
ち
っ
ぱ
な
し
調
等
々
）
剥
が
れ
落

ち
る
心
配
が
ほ
ぼ
な
く
、
今
ま
で
お

さ
ま
り
の
問
題
で
困
難
で
あ
っ
た
場

所
や
、
下
地
の
問
題
で
困
難
で
あ
っ

た
場
所
へ
も
容
易
に
施
工
で
き
工
期
の
短
縮
に
役
立
つ
、
ま

さ
に
職
人
技
術
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
工
法
で
す
。

　

是
非
、
自
信
作
で
す
の
で
サ
ン
プ
ル
や
仕
上
げ
を
見
て

頂
く
と
嬉
し
い
で
す
。（
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
も
採
用
さ

れ
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
開
始
以
来
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事

業
部
は
色
々
な
相
談
が
き
て
い
ま
す
。
情
報
は
日
々
色
々

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
正
し
い
運
用
知
識
等
を
身
に
つ
け
、
こ

つ
こ
つ
と
「
家
」
を
守
る
に
は
ど
ん
な
考
え
を
さ
れ
た
方
が

効
率
的
か
を
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
困
っ
た
時
に

は
是
非
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
西
法
人
会
の
一
員
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
皆
様
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
客
様
は
、病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

介
護
施
設
な
ど
で
、
関
東
地
区

（
東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川
・
千
葉
・

静
岡
）に
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
あ
る「
お

客
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
、
お
客

様
に
満
足
し
て
頂
け
る
よ
う
務

め
て
お
り
ま
す
」の
と
お
り
、
他
社
が
で
き
な
い
こ
と
に
対
応

し
て
い
る
こ
と
で
、
信
頼
を
獲
得
し
て
ご
用
命
頂
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
社
の
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
の
お
か

げ
で
す
。
営
業
ス
タ
ッ
フ
五
名
、
仕
入
ス
タ
ッ
フ
一
名
、
事
務

ス
タ
ッ
フ
三
名
、
皆
本
当
に
良
い
ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
ス
タ
ッ
フ
が「
茅
吹
医
療
器
械
店
に
入
社
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
。」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
、
今
の
私
の
目
標
で
す
。

　

練
馬
西
法
人
会
に
は
、
先
代
の
時
か
ら
入
会
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
全
く
参
加
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
三
年
前
に
大
同
生
命
の
営
業
さ
ん
が

「
青
年
部
会
は
と
て
も
良
い
会
で
、
み
ん
な
素
敵
な
ひ
と
ば

か
り
」と
、青
年
部
会
へ
の
参
加
を
勧
め
て
く
れ
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
何
度
も
何
度
も
勧
め
る
の
で
、
そ
ん
な
に
何

度
も
勧
め
る
の
な
ら
と
、
青
年
部
会
に
出
席
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
と
て
も
大
切
な
無
く
て
は
な
ら

な
い
仲
間
が
沢
山
で
き
ま
し
た
。

　
「
遊
び
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ
と
」「
お
金
の
こ
と
」「
家
庭
の

こ
と
」「
や
っ
ぱ
り
遊
び
の
こ
と
」
等
な
ど
、
色
々
な
話
を
し

た
り
、
相
談
で
き
る
仲
間
が
出
来
た
こ
と
は
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
宝
物
で
す
。

　

今
年
五
十
歳
に
な
る
の
で
青
年
部
会
を
卒
業
に
な
る
こ

と
が
、と
て
も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

他社にできないことに対応しています。

施工現場風景

株式会社
プラン・ドゥ・モトハシ

〔
第
二
支
部
〕

下
石
神
井
三
ー
九
ー
十

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
・
ベ
ル
石
神
井
一
ー
一
〇
一

電
話
〇
三-

五
九
ニ
三-

六
五
〇
五

代
表
取
締
役  

本
橋
　
研
一

二
代
目
茅
吹
社
長
の
お
人
柄
に
ス
タ
ッ
フ
も
安
心
し
つ
い
て

来
ら
れ
る
の
で
す
ね
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
採
用
さ
れ
た
っ
て
す
ご
い
で
す
ね
。

〔
第
二
支
部
〕

石
神
井
町
八
| 十
八
| 三
十
一

電
話
〇
三-

三
九
九
六-

九
五
四
〇

代
表
取
締
役  

茅
吹
　
圭
一
郎

有限会社
茅吹医療器械店

社長さんこんにちは 社長さんこんにちは

〔
第
三
支
部
〕

上
石
神
井
一
|
十
七
|
ニ

電
話
〇
三-

六
七
六
六-

五
六
ニ
五

代
表
者  

井
口 

若
菜

執
筆
者  

井
口 

弘
一

有限会社
マル井
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「
寒
川
神
社
・
横
浜
中
華
街
の
旅
」

　

二
月
四
日（
木
）第
七
支
部
で
、
日
帰
り
バ
ス
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
、
地
元
第
一
小
学
校
前
を
八
時
に
出
発
し

一
統
括
官
の
思
い
出
話
な
ど
を
伺
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

二
十
七
年
度
も
予
定
通
り
、
五
回
の
研
修
が
無
事
終
了
し
、

充
実
し
た
一
年
に
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
赤
木
）

支部・部会・委員会
活動報告

支部・部会・委員会
活動報告

第
七
支
部 

バ
ス
研
修
会

女
性
部
会 

新
春
研
修
会

源
泉
部
会 

第
五
回
研
修
会
・
閉
講
式

「
法
人
会
へ
の
思
い
が
一
丸
と
な
っ
た
バ
ス
研
修
会
」

　

二
月
二
日（
火
）
に「
寒
川
神
社
参
拝
と
江
ノ
島
の
散
策
」

六
支
部
バ
ス
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
三
十
名
の
参
加
者

の
内
当
日
一
名
欠
席
で
し
た
が
天
候
に
も
恵
ま
れ
バ
ス
車
中

で
は
加
藤
支
部
長
の
法
人
会
へ
の
日
頃
の
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
致
し
ま
す
と
挨
拶
が
有
り
ま
し
た
。
税
金
ク
イ
ズ
を
、

謎
解
き
を
含
め
笑
い
を
取
り
な
が
ら
楽
し
く
勉
強
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
寒
川
神
社
参
拝
は
七
支
部
時
代
に
も
来
て

い
ま
す
の
で
懐
か
し
い
方
も
あ
り
商
売
繁
盛
や
八
方
厄
除

け
や
学
業
向
上
と
皆
様
の
願
い
も
き
っ
と
叶
う
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
江
ノ
島
に
着
き
片
瀬
海
岸
の
紀
伊
国
屋
で
磯
の
香

り
漂
う
海
鮮
の
お
料
理
を
頂
き
な
が
ら
自
己
紹
介
で
す
。

江
ノ
島
の
散
策
は
良
き
交
流
の
場
と
な
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

初
参
加
者
の
方
新
入
会
の
方
に
も
喜
ん
で
頂
き
、
又
ご
紹

介
の
会
社
様
二
件
情
報
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
秋
の
増
強
に
繋
げ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
企

画
に
対
し
て
は
や
む
を
得
ず
欠
席
の

曽
我
地
区
長
、
佐
藤
地
区
長
の
ご
協

力
を
含
め
皆
々
様
の
法
人
会
へ
の
思

い
が
一
丸
と
成
っ
た
お
陰
で
す
。
更
に

努
力
致
し
ま
す
の
で
ご
支
援
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
（
横
山
）

「
と
っ
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
研
修
会
で
し
た
」

　

二
月
十
日（
水
）
平
成
二
十
八
年
法
人
会
女
性
部
会
新
春
研

修
会
が
勤
労
福
祉
会
館
二
階
会
議
室
に
お
い
て
四
十
一
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
練
馬
西
税
務
署
谷
口
義
弘
副
署
長
か
ら

「
税
の
よ
も
や
ま
話
」
と
し
て
堅
苦
し
い
話
で
は
な
く
参
加

者
の
皆
様
の
笑
い
声
も
聞
か
れ
る
と
っ
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
会
場
を
変
え
、
音
楽
室

で
マ
ン
ド
リ
ン
の
演
奏
を
視
聴
。
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
は
今
ま
で

あ
ま
り
聞
く
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
八
弦
四
コ
ー
ス
か
ら
成
る
マ
ン
ド
リ

ン
で「
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
の
唄
」
か
ら
始
ま

り「
山
子
舎
の
灯
」
ま
で
の
八
曲
を
堪
能

し
ま
し
た
。
伴
奏
が
奏
で
ら
れ
る
と
聴

き
慣
れ
た
音
が
室
内
に
響
き
渡
り
一
瞬

で
心
が
そ
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う

第
六
支
部 

バ
ス
研
修
会

初参加の方々にも喜んで頂けました

「
源
泉
所
得
税
の
基
礎（
報
酬・
退
職
金
）」

　

源
泉
部
会
で
は
、
本
年
度
最
後
の
研
修
会
と
し
て
、
一
月

二
十
八
日（
木
）十
四
時
よ
り
勤
労
福
祉
会
館
会
議
室
に
お
い

て
、
第
五
回
研
修
会
お
よ
び
閉
講
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
九
月

十
一
日
の
第
三
回
研
修
会「
源
泉
所
得
税
の
基
礎
」の
時
に
、

時
間
が
足
り
ず
出
来
な
か
っ
た「
報
酬
・
退
職
金
」を
学
び
ま

し
た
。
講
師
は
、
花
房
上
席
調
査
官
で
す
。

　

報
酬
・
料
金
と
は
、
弁
護
士
・
税
理
士
・
司
法
書
士
等
の
業

務
に
関
す
る
報
酬
や
、
プ
ロ
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
報
酬
・
芸
能

人
の
出
演
料
な
ど
で
、
支
払
い
の
都
度
そ
れ
ぞ
れ
に
一
定
の
額

の
所
得
税
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
際

に
復
興
特
別
所
得
税
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
非
居
住

者
や
外
国
法
人
に
支
払
う
場
合
、
課
税
の
範
囲
や
税
率
も
異

な
り
、
相
手
国
や
支
払
い
内
容
で
軽
減
や
免
除
が
あ
り
ま
す
。

　

退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
事
務
に
つ
い
て
は
、
給
与
所
得
の
一

形
態
と
し
て
、
勤
労
の
対
価
の
後
払
い
、
更
に
老
後
の
生
活
を

保
障
す
る
と
い
う
性
質
か
ら
、
他
の
所
得
に
比
べ
税
負
担
が
軽

減
さ
れ
て
い
ま
す
。
但
し
、
退
職
金
の
受
給
者
か
ら「
退
職
所

得
の
受
給
に
関
す
る
申
告
書
」の
提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
退

職
所
得
の
全
額
に
、
二
〇
．
四
二
％
を
乗
じ
た
税
額
を
源
泉
徴

収
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
例
題
を
計
算
し
な
が
ら
解
い
て
い
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
源
泉
所
得
税
の
基
礎
を
、
二
回
も
研
修
に
取
り
入

れ
て
下
さ
っ
た
の
で
、
経
理
初
心
者
だ
け

で
な
く
、
長
く
実
務
を
担
当
し
て
い
る
者

と
し
て
も
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
閉
講
式
で
は
、

丸
山
部
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓
の

堀
内
第
一
統
括
官
に
講
演
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
演
題
は「
狭
く
て
広
い
東
京
」

で
、
ご
出
身
の
江
戸
川
区
と
、
練
馬
区
を

比
較
し
て
の
お
話
で
す
。
参
考
資
料
も

作
っ
て
い
た
だ
き
、
私
達
の
練
馬
区
で
も

知
ら
な
い
事
も
多
い
こ
と
や
、
離
れ
て
い

る
江
戸
川
区
の
事
な
ど
、
ま
た
、
堀
内
第

第
七
支
部 

税
務
研
修
会

「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
企
業
向

上
と
気
象
災
害
か
ら
身
を
守
る
為
に
」

　

二
月
十
九
日（
金
）「
第
七
支
部
平
成
二
十
七
年
度
研
修

会
」
が
、
五
十
八
名
の
ご
参
加
を
頂
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
は
区
立
大
泉
町
地
域
集
会
所
で
、
午
後
二
時
か
ら
二

部
構
成
で
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
に
、
吉
田
地
区
長
の
司
会

で
、
小
西
支
部
長
挨
拶
に
続
き
、
荒
井
副
会
長
に
挨
拶
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
練
馬
西
税
務
署
よ
り
、
堀
内
第
一
統
括
官

を
お
迎
え
し
て
、「
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
為

に
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
活
用
法
」
に
つ
い
て
ご
講

演
頂
き
ま
し
た
。
会
社
の
問
題
点
を
見
直
す
機
会
と
な
り
、

更
な
る
会
社
発
展
の
為
に
は
反
省
点
も
あ
り
ま
し
た
が
と

て
も
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
気
象
庁
気
象
防
災
部

調
査
官
の
中
村
拓
也
様
よ
り「
気
象
災

害
か
ら
身
を
守
る
に
は
」
の
演
題
で
、

大
雨
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
と
地
震
か

ら
身
を
守
る
に
は
、
こ
の
二
つ
に
分
け

て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
情

報
の
入
手
方
法
と
安
全
な
場
所
の
確
認

を
し
て
お
く
事
、
更
に
家
族
で
子
供
の

小
さ
い
頃
か
ら
、
自
分
の
命
は
自
分
で

報酬・退職金について学びました丸山部会長の挨拶

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
来
賓
挨
拶
、
新
入
会
員
紹
介
、
乾
杯
と
続
き
、
し

ば
ら
く
各
々
皆
様
で
懇
談
を
楽
し
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
福
引
大
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
途
中
、
福
引
券
と
賞
品
番
号
が
合
わ
ず

お
ろ
お
ろ
す
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
方
々
の
一
喜
一
憂
の
声
で
中
締

め
、
来
年
の
新
春
開
催
に
向
け
て
の
反

省
も
あ
り
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
税
務

署
お
よ
び
親
会
の
役
員
の
皆
様
貴
重
な

お
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
本
橋
）

金山部会長の挨拶

大泉マンドリンクラブの演奏

守
る
と
い
う
会
話
を
平
常
時
か
ら
し
て

ほ
し
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に「
練
馬
は
な
ぜ
い
つ
も
東

京
よ
り
暑
く
寒
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
の
質
問
も
出
ま
し
た
が
、
原
因
不

明
と
の
事
で
し
た
。

　

閉
会
を
下
山
副
支
部
長
に
し
て
頂

き
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。「
今
日
は
と

て
も
い
い
お
話
で
し
た
」
な
ど
感
想
も

頂
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年
目
を
迎
え
る
こ
の

時
に
と
て
も
す
ば
ら
し
い
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。	

（
岩
澤
）

堀内第一統括官の講演中村拓也氏の講演

とてもいい勉強会でした

「
唄
の
集
い
」（
カ
ラ
オ
ケ
大
会
）を
開
催
！

　

二
月
二
十
一
日（
日
）
午
後
一
時
～
午
後
四
時
三
十
分 

カ

ラ
オ
ケ 

ド
レ
ミ
フ
ァ
ク
ラ
ブ
大
泉
店
二
階
ホ
ー
ル
に
て
、

第
一
支
部
初
の
親
睦
事
業
と
し
て「
唄
の
集
い
」（
カ
ラ
オ
ケ

大
会
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
員
、
会
員
の
友
人
他
三
十
四
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
全
二
十
曲
を
カ
ラ
オ
ケ
機
械
精
密
採
点
で
歌
声
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
白
熱
し
た
歌
の
競
演
の
合
間
に
、
琴
坂 

益
代
様
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
ご
披
露
い
た
だ
き
マ
ジ
ッ

ク
の
不
思
議
さ
に
皆
様
驚
嘆
し
ま
し
た
。
後
半
戦
も
熱
唱

に
次
ぐ
熱
唱
で
場
内
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
支
部
会
員
で
も
あ
る 

和 

由
貴
子
様
の
歌
謡
シ
ョ
ー
で
プ
ロ
歌
手
の
感
動
の
歌
声

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
移
り
、
採
点
に
よ
り 

第
一

位 

小
宮
山 

せ
い
子
様（
酒
の
河
）第
二

位 

大
澤 

正
様（
離
し
た
く
な
い
：
Ｔ

－

Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
第
三
位 

長
谷
川 

隆
夫

様（
桜
：
コ
ブ
ク
ロ
）
町
田
副
会
長
の
推

薦
に
よ
り
自
前
の
衣
裳
で
ス
テ
ー
ジ
を

沸
か
せ
た 

池 

比
呂
子
様（
愛
の
賛
歌
）

が
ユ
ー
モ
ア
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
大
変
な
ご
や
か
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

第
一
支
部
　
初
の
親
睦
行
事

　

参
加
者
の
方
か
ら
は
、「
次
回
の
出
場

の
際
は
、採
点
上
位
を
狙
い
ま
す
。」な
ど
、

力
強
い
決
意
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
て
、
支
部
会
員
の
岩
渕
隆
裕

氏
の
息
子
さ
ん
、
岩
渕 

幸こ
う
よ
う洋
君
が
今

年
開
催
さ
れ
る
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
と
し
て
出
場
資
格
を
獲
得
し
た

事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
人
会
・
第
一
支
部
で
の
募
金
活
動
の
応
援
を
す
る
事

に
な
り
、
早
速
皆
様
よ
り
募
金
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
き

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
矢
花
）

カラオケで親睦を

募金活動

第
二
支
部 

バ
ス
研
修
会

「
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
と
筑
波
梅
林
の
旅
」

　

二
月
二
十
六
日
石
神
井
公
園
駅
に
集
合
。
バ
ス
は
参
加

者
四
十
四
名
を
乗
せ
て
、
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
会
場
に
向

う
。
本
橋
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
二
支
部
担
当
の
森
副

会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
く
。
ま
た
、
小
池
顧
問
に
よ
る
恒

例
の
税
金
ク
イ
ズ
を
行
っ
た
。
全
問
、
正
解
し
た
人
に
粗

品
を
差
し
上
げ
る
。

　

真
壁
に
着
く
と
、
み
ん
な
で
集
合
写
真
を
撮
る
。
と
早

速
、
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、
皆
さ
ん
自
由

に
散
策
を
楽
し
ん
だ
よ
う
だ
。
江
戸

か
ら
現
代
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
表
情
を

持
つ
ひ
な
人
形
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
あ
ま
酒
や
お
酒
を
振
る
舞
う
家

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
丁
寧
に
雛
人

形
の
歴
史
を
説
明
し
て
下
さ
る
家
も

あ
り
、地
元
の
人
と
ふ
れ
あ
い
が
あ
っ

た
。
と
て
も
良
か
っ
た
。
手
作
り
の
旅

に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

昼
は
筑
波
山
麓
に
も
ど
り
、
舛
井
相

談
役
の
ご
発
声
で
乾
杯
後
、
自
然
薯
と

ろ
ろ
膳
を
前
に
し
て
和
や
か
に
歓
談
し

た
。
支
部
役
員
の
ご
紹
介
や
カ
ラ
オ
ケ

も
で
き
た
。
食
後
、
近
く
の
筑
波
梅
林

に
出
か
け
る
。
山
の
中
腹
に
た
く
さ
ん

ま
し
た
。
参
加
者
二
十
三
名
で
し
た
。

車
中
は
、
下
山
地
区
長
の
司
会
で
、
小

西
支
部
長
の
挨
拶
、
続
い
て
荒
井
担
当

副
会
長
の
挨
拶
と
寒
川
神
社
の
お
話
し

が
あ
り
ま
し
た
。

　

圏
央
道
を
経
て
、
寒
川
神
社
に
到

着
し
ま
し
た
。

　

格
式
の
あ
る
神
社
で
、
八
方
除
け
の

ご
利
益
が
あ
る
と
の
事
で
、
皆
さ
ん
各
々
の
願
い
事
を
祈
祷

し
て
頂
き
ま
し
た
。
甘
酒
や
お
団
子
を
楽
し
ん
だ
り
、
お
み

く
じ
を
引
く
人
も
い
ま
し
た
。

　

寒
川
神
社
を
後
に
し
て
、
次
の
目
的
地
の
横
浜
中
華
街

に
向
か
い
ま
し
た
。
到
着
後
、
中
華
食
べ
放
題
の
昼
食
を
堪

能
し
時
間
の
あ
る
限
り
、
中
華
街
の
散
策
を
し
た
り
参
加

者
の
交
流
を
充
分
に
出
来
ま
し
た
。

　

帰
り
は
税
金
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
な
が
ら
、
事
故
も
な
く

予
定
の
時
間
通
り
無
事
に
大
泉
に
着
き
ま
し
た
。
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。	

（
吉
田
）

参加された皆さんひな人形を探訪3 年ぶり支部主催のバス研修会



89 練馬西法人会情報誌  第102号　春号練馬西法人会情報誌  第102号　春号

絵はがきコンクール
支部・部会・委員会

活動報告

●
練
馬
西
法
人
会 

会
長
賞

「
循
環
し
て
く
ら
し
に
役
立
つ
」

大
泉
東
小
学
校 

六
年
生 

宮
﨑 

修
太
朗 

さ
ん

第 4 回 絵はがきコンクール 入選作品
【主催：公益社団法人 練馬西法人会 女性部会】
●
練
馬
西
法
人
会 

女
性
部
会
長
賞

「
税
は
恵
み
の
太
陽
！
」 

大
泉
学
園
桜
小
学
校 

六
年
生 

佐
藤 

ア
イ
ミ 

さ
ん

●
優
秀
賞 

「
大
切
な
税
金
」

大
泉
南
小
学
校 

六
年
生 

山
本 

サ
ナ
さ
ん

●優秀賞 「あなたの税金が未来を創る」
石神井台小学校 六年生 高 拳太朗さん

木村署長より表彰状の授与

表彰状

髙橋会長より表彰状の授与

●優秀賞 「みんなの大切な税金」
大泉学園緑小学校 五年生 金山 凛子さん

●優秀賞 「美しい町づくりにも税金」
石神井台小学校 六年生 柿平 真緒さん

●優秀賞 「みんなの身近に税金あり」
大泉東小学校 六年生 臼井 龍一さん

●
優
秀
賞 

「
ど
う
使
っ
て
ほ
し
い
？
」

上
石
神
井
小
学
校 

六
年
生 

並
木 

和
奏
さ
ん

●
優
秀
賞 

「
税
で
み
ん
な
Ha
p
p
y
」

大
泉
東
小
学
校 

六
年
生 

眞
下 

わ
か
ば
さ
ん

●
優
秀
賞 

「
税
は
要
」

大
泉
南
小
学
校 

六
年
生 

酒
巻 

智
子
さ
ん

●
優
秀
賞 

「
み
ん
な
の
た
め
の
税
金
」

下
石
神
井
小
学
校 

五
年
生 

鈴
木 

悠
さ
ん

●
練
馬
西
税
務
署 

署
長
賞

「
知
っ
て
ま
す
か
？
税
金
の
使
わ
れ
か
た
」

石
神
井
小
学
校 

六
年
生 

菅
野 

紗
良 

さ
ん

〜 参加校 8 校 合計 393 枚から選ばれました 〜
（下石神井小学校・大泉東小学校・大泉学園桜小学校・大泉南小学校・大泉学園緑小学校・上石神井小学校・石神井小学校・石神井台小学校）

～
全
法
連
・
東
法
連
関
係
～

「
参
加
し
て
き
ま
し
た
！
」

○
平
成
二
十
八
年
二
月
十
六
日
（
火
）

　

全
法
連
税
制
セ
ミ
ナ
ー	

八
名
参
加

○
平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日
（
木
）

　

東
法
連
青
連
協
四
ブ
ロッ
ク
部
会
長
役
員
会
議 

青
年
部	

八
名
参
加

○
平
成
二
十
八
年
三
月
四
日
（
金
）

　

全
法
連
事
務
局
セ
ミ
ナ
ー　

事
務
局	

一
名
参
加

○
平
成
二
十
八
年
二
月
十
六
日
（
火
）

　

東
法
連
税
制
講
演
会	

六
名
参
加

○
平
成
二
十
八
年
三
月
十
六
日
（
水
）

　

東
法
連
女
連
協
全
体
連
絡
会
議 

女
性
部	

四
名
参
加

○
平
成
二
十
八
年
三
月
十
七
日
（
木
）

　

東
法
連
青
連
協
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

青
年
部	

五
名
参
加

当
会
か
ら
の
作
品
が

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

法
人
会
で
は
、
租
税
教
育
の
一
環
と
し
て
、
女
性
部

会
が
小
学
生
を
対
象
に「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
西
法
人
会
で
は
、

二
十
七
年
度
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
西
税
務
署
署
長
賞
を
決
め
て
い
た

だ
き
、
の
ち
に
西
法
人
会
会
長
賞
、
女
性
部
会
長
賞
、

優
秀
賞
を
、
会
長
、
部
会
長
、
部
会
員
の
皆
様
で
厳
正

な
選
考
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
す
ば
ら
し
い
作
品
が
多
く
そ
の
選
考
に
苦

慮
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
三
点
を
東
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
へ

応
募
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
み
ご
と
大
泉
東
小
学
校 

六

年
生 

宮
﨑
修
太
朗
さ
ん
の
作
品
が
優
秀
賞
に
、
選
ば

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

絵
は
、
税
金
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
、
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
ー
で
循
環
し
て
い
る
様
子
が
、
こ
ま
か
く
描
か

れ
て
い
て
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
良
い
作
品
だ
と

思
い
ま
す
。

　

さ
っ
そ
く
大
泉
東
小
を
、
会
長
、
部
会
長
と
と
も

に
訪
れ
、
宮
﨑
さ
ん
に
賞
状
と
図
書
カ
ー
ド
を
お
渡

し
し
ま
し
た
。
先
生
方
は
じ
め
皆
様
の
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

作
品
は
照
姫
ま
つ
り
、
そ
の
他
の
会
場
に
展
示
し
ま

す
の
で
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ど
う
ぞ
ご
覧
下
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も「
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
通

じ
て
税
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　
　
　
（
琴
坂
）

　

昨
年
度
の
租
税
教
室
は
十
二
校
の
開
催

で
し
た
が
、
今
年
度
は
平
成
二
十
七
年
六

月
の
立
野
小
学
校
か
ら
平
成
二
十
八
年
三

月
の
関
町
小
学
校
ま
で
二
十
一
校
の
開
催

（
練
馬
西
税
務
署
管
内
の
区
立
小
学
校
は

二
十
四
校
）と
な
り
ま
し
た
。
髙
橋
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
親
会
役
員
の
方
々
と
青
年

部
会
の
租
税
教
室
担
当
役
員
の
方
々
、
各
学
校
の
ご
理
解
・
ご

協
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

授
業
は
講
師
の
税
理
士
が
税
の「
公
平
性
」
を
テ
ー
マ
に
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
い
す
す
め
て
い
き
、
税
金
ク
イ
ズ

も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
の
説
明
で
は
子
供
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら

考
え
答
え
て
い
ま
し
た
。
授
業
最
後
の「“
み
ほ
ん
”
の
一
億
円
」

の
重
さ
体
験
で
は
ど
の
学
校
で
も
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
租
税
教
室
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
に
加
え
、
税
に
つ

い
て
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
学
校
で
は
税
に
つ
い
て
の

専
門
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
出
前
授
業
の
役

割
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
多
く
は
、
授
業
の

は
じ
め
の
方
は
税
金
が
な
い
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

授
業
の
終
り
の
方
で
は
税
金
の
恩
恵
を
こ
ん
な
に
受
け
て
い
る

の
か
と
税
金
の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

来
年
度
に
向
け
て
は
、
今
年
度
を
振
り
返
り
、
よ
り
良
い
租

税
教
室
に
な
る
よ
う
関
係
各
所
と
の
事
前
準
備
・
打
合
せ
を
密

に
す
す
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。	

（
金
山
）

青
年
部
会
　
租
税
教
室

の
白
梅
や
紅
梅
が
咲
き
誇
り
、
そ
れ
は
見
事
だ
っ
た
。
展
望
台

に
登
る
と
、
霞
ん
だ
空
の
向
う
に
都
心
の
ビ
ル
や
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
が
う
っ
す
ら
見
え
た
。

　

三
年
ぶ
り
の
支
部
主
催
に
よ
る
バ
ス
研
修
会
で
し
た
が
、

参
加
者
が
四
十
名
を
越
え
た
。
大
勢
が
集
ま
り
楽
し
い
研
修

会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
当
日
は
、
不
参
加
の
人
か
ら
差
入

れ
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
支
部
役
員
を
は
じ

め
、
み
ん
な
の
ご
協
力
で
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。	

（
本
橋
）

「
管
内
二
十
四
校
中
、
二
十
一
校
の
開
催
」

　
「
租
税
教
室
」
は
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
税
の
意
義
や
役

割
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、税
に
対
す
る
理
解
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
三
支
部 

バ
ス
研
修
会

「
感
慨
深
い
バ
ス
研
修
会
」

　

二
月
二
十
六
日（
金
）、
研
修
旅
行
が
行
わ
れ
た
。
最
初
に

訪
問
し
た
の
は
税
務
大
学
校
の
租
税
史
料
室
、
こ
ん
な
近
く

に
立
派
な
施
設
が
あ
る
の
だ
。
時
代
別
に
貴
重
な
資
料
と
説

明
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ゆ
っ
く
り
読
ん
で
見
学
す
る
時

間
が
な
い
。
係
員
の
渡
辺
氏
が「
皆
様
は
練
馬
西
法
人
会
の

方
々
で
私
は
富
士
見
台
に
住
む
渡
辺
で
す
。」
と
の
親
し
み

あ
る
挨
拶
か
ら
始
ま
り
江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
税
の
歴

史
を
解
説
し
て
頂
く
。
い
や
ぁ
ー
勉
強
に
な
っ
た
！
と
は
大

方
の
感
想
で
あ
る
。
二
番
目
は
第
五
福
竜
丸
の
見
学
、

一
九
五
〇
年
代
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
米
国
が
行
っ
た
核
実
験

で
被
爆
し
た
船
で
あ
る
。
船
員
二
十
三
名
が
被
爆
し
、
そ
の

後
の
経
験
が
パ
ネ
ル
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
苦
し
み
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
帰
宅
し
た
が
夕
刊
に「
米
実
験
で
被
爆
」

労
災
申
請
、
ビ
キ
ニ
環
礁
周
辺
で
操
縦
元
船
員
ら
、
と
の
記

事
に
接
す
る
、
第
五
福
竜
丸
以
外
の
船
で
ビ
キ
ニ
環
礁
近
く

で
操
縦
し
て
い
て
被
爆
六
十
年
以
上
、
癌
や
心
臓
病
な
ど
を

患
っ
た
と
し
て
い
る
。
因
果
関
係
が
証
明
さ
れ
労
災
申
請
が

通
る
事
を
願
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

第
五
福
竜
丸
を
見
学
し
た
日
に
福
竜

丸
の
名
が
新
聞
に
載
っ
た
。「
被
爆
の

歴
史
は
続
い
て
い
る
の
だ
」そ
し
て
今
、

当
時
の
実
験
の
百
倍
以
上
の
威
力
を

持
つ「
核
」
を
保
有
す
る
国
が
数
か
国

に
な
る
と
言
う
、
人
間
の
愚
か
さ
に
気

の
重
い
一
日
で
あ
っ
た
。	

（
小
川
）

「
イ
ー
タ
君
、練
馬
こ
ぶ
し
マ
ラ
ソ
ン
の
ブ
ー
ス
で
P
R
活
動
！
」

　

練
馬
区
主
催
に
よ
る「
練
馬
こ
ぶ
し
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
二
〇
一
六
」
が
平
成
二
十
八
年

三
月
二
十
七
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
は
八
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
招
待
選

手
川
内
優
輝
さ
ん
が
ト
ッ
プ
、
そ
の
後
に
順

天
堂
箱
根
駅
伝
の
メ
ン
バ
ー
が
続
い
て
ゴ
ー

ル
。
参
加
者
に
は「
頑
張
っ
て
！
」
と
い
う
沿

道
の
声
援
に
応
え
て
、
手
を
振
り
な
が
ら
走

る
ラ
ン
ナ
ー
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

練
馬
西
法
人
会
で
は「
お
も
て
な
し

ブ
ー
ス
」
に
昨
年
同
様
に
出
展
致
し
ま
し

た
。
昨
年
は
、
行
政
P
R
ブ
ー
ス
だ
っ
た

た
め
人
通
り
も
少
な
く「
税
金
ク
イ
ズ
」
や「
一
億
円
体
験
コ
ー

ナ
ー
」の
呼
び
込
み
に
苦
労
致
し
ま
し
た
が
、
今
年
は「
飲
食
店

の
ブ
ー
ス
」の
為
か
人
通
り
も
多
く
、大
変
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ「
イ
ー
タ
君
」
の
お
披
露
目
で
は
、
午
前
中
は

「
鈴
木
美
津
惠
総
務
委
員
長
」「
田
代
恵
美
子
さ
ん（
大
同
生

命
）」
が「
イ
ー
タ
君
」
を
被
り
、
愛
想
よ
く
子
供
た
ち
と
握
手

し「
法
人
会
と
e-

Ta
x
」
の
P
R
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
小

さ
な
お
子
さ
ん
を
抱
き
上
げ
る
と「
記
念
写
真
」
と
家
族
に
大

人
気
で
し
た
が
、
中
に
入
っ
て
い
た
田
中
喜
芳
さ
ん（
青
年
部
）

は「
汗
だ
く
」で
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
「
税
金
ク
イ
ズ
」で
は
、
対
象
の
小
学
生
が
少
な
く
大
人
の
方

に
も
答
え
て
頂
き
ま
し
た
が
、「
勉
強
に
な
っ
た
」と
喜
ん
で
頂
き

ま
し
た
。
記
念
品
と
し
て
用
意
し
た「
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
」
も
無

く
な
り
十
四
時
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た

役
員
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。	

（
事
務
局
）

練
馬
こ
ぶ
し
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

租税史料室にて

税金クイズに挑戦署の皆さんと

立野小学校実施時

宮﨑さんと関係者の皆様
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税制改正大綱税制改正大綱
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都税事務所からのお知らせ
本部・青年部からの寄贈

地方法人税が創設されました地方法人税が創設されました

人事院では、下記のとおり「平成28年度税務職員採用試験」を行います。
興味のある方は、税務署までお気軽にお問い合わせください。

平成26年10月1日以後に開始する事業年度から、法人税の納税義務のある法人は、
地方法人税の納税義務者となり、地方法人税確定申告書の提出が必要となります。
1 課税事業年度　
　地方法人税の課税の対象となる事業年度(以下「課税事業年度」といいます。)は、法人の各事業年度とされ
ています。
2 課税標準
　地方法人税の課税標準は、各課税事業年度の課税標準法人税額とされており、法人税申告書別表一(一)
を使用する法人の場合、次の算式により計算した金額となります。

3 確定申告　
　地方法人税確定申告書は、各課税事業年度終了の日の翌日から2月以内に納税地を所轄する税務署長に
提出しなければなりません。
　なお、課税標準法人税額がない場合でも、地方法人税確定申告書を提出する必要がありますので、この場
合には「基準法人税額」「地方法人税額」及び「所得地方法人税額」の各欄に「0」と記載して提出してください。

平成28年度 税務職員採用試験のお知らせ

記

練馬西税務署からのお知らせ

課税標準法人税額＝　別表一(一)「4」欄　＋　別表一(一)「5」欄　＋　別表一(一)「7」欄
　　　　　　　　　　＋　別表一(一)「9」欄　＋　別表一(一)「10の外書」欄

① 平成28年4月1日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して3年を
経過していない者及び平成29年3月までに高等学校又は中等教育学校を卒業する見込みの者

② 人事院が上記①に掲げる者に準ずると認める者。

1　受験資格

①第1次試験　平成28年  9月  4日(日)
②第2次試験　平成28年10月12日(水) ～平成28年10月21日(金)のうち指定された日時

3　試験日

2　申込手続

インターネット申込(原則、インターネット申込みとなります)
・受験案内交付期間　平成28年5月9日(月)～平成28年6月29日(水)(人事院HPからダウンロード) 
・申込書受付期間　平成28年6月20日(月)9時～平成28年6月29日(水)[受信有効]
・申込専用アドレス　[http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.htm1]
インターネット申込ができない場合(受験申込書を郵送又は持参)
・受験申込書・受験案内交付期間 　平成28年5月9日(月) ～平成28年6月22日(水)
  (東京国税局又は最寄りの税務署若しくは人事院各地方事務局)　(土・日曜日及び祝日を除く9時から17時)
・申込書受付期間　平成28年6月20日(月) ～平成28年6月22日(水)

※採用試験の詳細につきましては、練馬西税務署・総務課(TEL 03-3867-9711　内線202)までお尋ねください。

（算式）　

税務署からのお知らせ

ボ
ー
ル
ペ
ン
と
鉢
植
え
を
寄
贈

　

税
務
署
へ
訪
れ
る
申
告
者
が
も
っ
と
も
多
い
こ

の
時
期
に
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
続
け

て
お
り
ま
す
。
今
回
も
髙
橋
会
長
か
ら
ボ
ー
ル
ペ

ン
を
二
百
本
、
坂
口
青
年
部
会
長
か
ら
か
わ
い
い

花
の
鉢
植
え
を
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

〜 

確
定
申
告
へ
向
け
て 

〜2 月 9日（火）
坂口青年部会長〈右〉が練馬西税務署（木村署長〈左〉）
に“お花”を寄贈

2月 9日（火）
髙橋会長〈右〉が練馬西税務署（木村署長〈左〉）
に“ボールペン”を寄贈

～都税事務所からのお知らせ～
平成29年度から個人住民税の特別徴収を徹底します!

■詳しくは、東京都主税局ホームページをご覧ください。　

事業主の皆さまは、特別徴収の実施に向けてご準備いただきますようお願いいたします。
従業員の方の個人住民税は、事業主の方が従業員の方に代わり、毎月給与から個人住民税を差し引
き、納入していただく「特別徴収」が原則となっています。
※従業員が常時10人未満の場合は、従業員がお住まいの区市町村に申請書を提出し承認を受けることで、
年12回の納期を年2回にすることができる「納期の特例」の制度があります。

特別徴収にしていただくと、従業員の方が金融機関に出向いて納税する手間が
省けます。なお、所得税のように、事業主の方が税額の計算や年末調整をする
必要はありません。

　東京都では、現在、法人事業税・地方法人特別税・法人都民税、23区内の事業所税、23区内の固定資産税（償却資産）に
ついて、eLTAXを利用した電子申告等の受付を行っています。

事業主の皆さま

特別徴収
とは？

特別徴収
のメリット

東京都　特別徴収

個人住民税
PRキャラクター
ぜいきりん

◆東京都で現在利用できる手続＜受付時間：平日8時30分～ 24時（土・日・祝日、12/29 ～ 1/3を除く）＞
法人事業税・地方法人特別税・法人都民税

【所管：豊島都税事務所】
事業所税

【所管：新宿都税事務所】
固定資産税（償却資産）
【所管：練馬都税事務所】

○予定申告 ○中間申告 ○確定申告
○均等割申告 ○清算確定申告 ○修正申告  など

○法人設立・設置届出　　○異動届出
○中小企業者向け省エネ促進税制による減免申請
○申告書の提出期限の延長の処分等の届出・承認申請
○法人税に係る連結納税の承認等の届出　など
○本税の納付　　○延滞金の納付
○加算金の納付　○見込納付（確定申告分のみ）

○納付申告　　○修正申告
○免税点以下申告
○事業所用家屋貸付等申告

○事業所等新設･廃止
○事業所税減免申請
○みなし共同事業に関する明細

○本税の納付　○延滞金の納付
○加算金の納付

○償却資産申告

ー

ー

電子申告

電子申請
・届出

電子納税

＜利用手続についてのお問い合わせ＞
【　　　  ホームページ】 http://www.eltax.jp/　
【　　　  ヘルプデスク】 0570-081459（左記電話につながらない場合：03-5500-7010）
 平日 9時～17時（土・日・祝日、年末年始12/29 ～1/3を除く）
＜申告内容や納税についてのお問い合わせ＞
【電子申告、電子申請・届出】所管都税事務所の各税目担当係
【電子納税】練馬都税事務所徴収管理係

eLTAXイメージキャラクター
エルレンジャー

検索エルタックス

検索

便利な電子申告・電子納税等をご利用ください便利な電子申告・電子納税等をご利用ください
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パラリンピック出場応援
税理士会ニュース、社会貢献活動 東法連退職金制度のお知らせ

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

「
岩
渕
幸
洋
」
選
手
を
、

　
練
馬
西
法
人
会
は
応
援
し
ま
す
！！

公
益
事
業
委
員
会
「
使
用
済
み
切
手
・

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
」
収
集
事
業
報
告

　

三
月
九
日（
水
）公
益
社
団
法
人
ジ
ョ
イ
セ
フ
に
使
用

済
み
切
手
と
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
届
け
ま
し
た
。

　

市
民
社
会
連
携
グ
ル
ー
プ
の
簡か
ん
の野
芳
樹
氏
に
、応
対

し
て
頂
き
会
員
の
皆
様
の
社
会
貢
献
事
業
に
対
す
る

熱
き
心
を
伝
え
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
切
手
の
収
集
が

減
っ
て
い
る
現
状
で
、
買
取
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は

四
か
月
待
ち
の
状
態
と
い
う
こ
と
で
し
た
。逆
に「
使

用
済
み
切
手
」
の
価
値
が
高
騰
し
非
常
に
あ
り
が
た

い
と
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
イ
セ
フ
で
は
、
開
発
途
上
国
の
女
性
を
支
援

す
る「
ジ
ョ
イ
セ
フ
フ
レ
ン
ズ
」、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
供
た
ち
に
贈
る「
想
い
出
の
ラ
ン
ド

セ
ル
ギ
フ
ト
」
で
は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
五
年

ま
で
に
十
六
万
個
を
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
供
た
ち
に
必
要
な「
ラ
ン
ド

セ
ル
」
は
九
万
個
必
要
と
の
事
で
し
た
。女
の
子
の
就

学
に
非
常
に
役
立
っ
て
い
る
事
業
の
よ
う
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
の
使
用
済

み
の「
ラ
ン
ド
セ
ル
」
が
あ
り
ま
し
た
ら
、「
練
馬
西

法
人
会
会
員
」
と
し
て
ジ
ョ
イ
セ
フ
に
送
っ
て
頂
け

る
と「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
女
性
の
地
位
向
上
」

に
役
立
つ
と
思
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は「
使
用
済
み

切
手
、
イ
ン
ク
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
」
の
ご
協
力
を

頂
い
た
会
員
各
位
に
心

か
ら
公
益
事
業
委
員
長

と
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。　

  　
　
　
（
森
）

　

第
一
支
部
の
河
北
運
輸（
株
）
岩
渕
隆
裕
氏
の
息

子
さ
ん
が
、
七
つ
の
国
際
大
会
に
参
加
、
う
ち
三
つ

の
シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝
し
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
と
し
て
出
場
資
格
が

確
定
致
し
ま
し
た
。
現
在
パ
ラ
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

十
一
位
の
岩
渕
幸
洋
選
手
。

　

昨
年
十
一
月
の
国
際
ク
ラ
ス
別
パ
ラ
選
手
権
で

は
、
全
試
合
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
で
優
勝
を
果
た
し

て
い
る
。「
目
標
は
メ
ダ
ル
獲
得
で
す
。
世
界
の
上
位

に
も
少
し
ず
つ
勝
て
て
い
る
し
、
自
分
に
も
チ
ャ
ン

ス
は
あ
る
と
思
う
。
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
一
位
の
中
国

選
手
を
始
め
、
今
ま
で
勝
っ
た
事
の
な
い
選
手
に
勝

て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
、
出
場
が
決
ま
っ
た
後

の
岩
渕
選
手
の
熱
い
コ
メ
ン
ト
。

　

今
年
九
月
に
行
わ
れ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

　

我
が
練
馬
西
法
人
会
で
は
、
全
力
で
岩
渕
幸
洋
選

手
を
応
援
致
し
ま
す
！

寄贈品目：日本使用済み切手（8.7kg）、
使用済みインクカートリッジ（30.5kg）

税
理
士
会
ニ
ュ
ー
ス

　

今
回
は
、
昨
年
末
に
公
表
さ
れ
た
税
制
改
正
大
綱
に
つ

い
て
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
平
成
二
十
七
年
度
の
よ
う
な
大
き
な
改
正
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
行
の
法
人
税
率
二
十
三
．九
％
が
平
成

二
十
八
年
四
月
一
日
以
降
開
始
事
業
年
度
か
ら
二
十
三
．

四
四
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
外
形
標
準
課
税
適
用
外
の
事

業
者
の
実
効
税
率
が
現
行
の
三
十
四
．三
三
％
か
ら

三
十
三
．八
〇
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
、
消
費
税
の

軽
減
税
率
の
導
入
と
と
も
に
話
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
法
人
実
効
税
率
引
き
下
げ
の
財
源
と
し
て
、繰
越
欠

損
金
の
利
用
制
限
が
見
直
さ
れ
ま
す
。
所
得
金
額
に
対
し

三
段
階
に
控
除
で
き
る
金
額
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
見

直
し
は
資
本
金
一
億
円
超
の
大
法
人
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
ず
れ
は
中
小
企
業
に
も
導
入
さ
れ
る
可
能
性
が

高
い
制
度
で
す
の
で
注
目
す
べ
き
改
正
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
中
小
企
業
に
影
響
が
大
き
そ
う
な
改
正

と
し
て
、
減
価
償
却
制
度
の
見
直
し
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
建
物
付
属
設
備
及
び
構
築
物
の
償
却
方
法
が
、

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
以
後
に
取
得
す
る
資
産
に
つ

い
て
は
、
建
物
と
同
じ
く
定
額
法
に
な
り
ま
す
。
初
期
に

費
用
化
で
き
る
金
額
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
今

後
は
可
能
な
限
り
細
か
く
分
類
し
、
建
物
付
属
設
備
や

構
築
物
に
な
ら
な
い
よ
う
な
処
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
平
成
二
十
九
年
一
月
か
ら
、
国
税
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
納
付
金
額
も
高

額
に
な
る
場
合
も
多
く
、
決
済
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す

が
、
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
等
の
還
元
を
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
期
待
で
き
そ
う
な
制
度
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
消
費
税
の
軽
減
税
率（
案
）

へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

号
以
降
に
ご
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

渡辺浩章 広報部長

リオデジャネイロ・パラリンピック

卓球日本代表 岩渕幸洋選手

提供　卓球レポート
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お知らせ

編
集
後
記

事
務
局
よ
り
お
願
い

　

福
寿
草
は
、
種
か
ら
花
を
咲
か
せ
る
ま
で
五
年
ほ
ど
要
す

る
と
い
う
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
復
興
五
年
目
の
春
で
す
。
私
に
は

何
が
出
来
る
か
と
深
く
問
い
、
こ
れ
か
ら
も
希
望
と
勇
気
の

種
を
ま
い
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
田
勇
副
会
長
が
社
会
貢
献
委
員
長
の
時
の
発
案
で
、
駅

前
清
掃
を
始
め
て
早
く
も
五
年
経
ち
ま
し
た
。
情
報
誌〝
い

ず
み
・
一
〇
二
春
号
〟
よ
り
、
年
間
四
回
発
行
の〝
い
ず
み
〟

の
表
紙
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

内
容
は
税
制
改
正
か
ら
、
各
部
会
活
動
、
各
支
部
研
修
、

e-

Tax
コ
ー
ナ
ー
等
々
編
集
致
し
ま
し
た
。
今
後
共
さ
ま

ざ
ま
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
会
員
の
皆
々
様
方
に
お
伝
え

出
来
ま
す
こ
と
を
、
事
務
局
と
広
報
委
員
一
同
努
力
を
致
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
意
見
な
ど
を
、
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　

  　
　

 　

広
報
委
員　

山
田
カ
ネ
子

平
成
二
十
八
年
度 

年
会
費
請
求
書
を
五
月
中
旬
に
発
送

致
し
ま
す
。
経
理
ご
担
当
者
の
方
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■新設法人説明会
平成28年5月16日（月）
時間：13：30 〜 16：30
会場：練馬西法人会事務局

お 知 ら せ

第
四
回 

通
常
総
会 

開
催
の
ご
案
内

一
、
日
時	

平
成
二
十
八
年
六
月
八
日（
水
）

	

午
後
四
時

一
、
場
所	

練
馬
区
立
勤
労
福
祉
会
館

	

東
大
泉
五
ー
四
十
ー
三
十
六

	
☎
三
九
二
三
ー
五
五
一
一

一
、
総
会

 

●
議　

案

　

  

① 

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

　

  

② 

平
成
二
十
七
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

　

  

③ 

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
・
監
事
選
任
の
件

  

●
報
告
事
項

　

  

① 

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

　

  

② 

平
成
二
十
八
年
度
収
支
予
算

※
欠
席
の
方
は
必
ず
委
任
状
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
懇
談
会
（
午
後
五
時
三
十
分
予
定
）

※
懇
談
会
費
四
、〇
〇
〇
円
は
、
当
日
徴
収
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
尚
、
六
月
三
日（
金
）以
降
の
キ
ャ

ン
セ
ル
よ
り
会
費（
全
額
）を
い
た
だ
き
ま
す
。

2016年7月 生活習慣病検診日程
日付  平成28年7月20日（水）・21日（木）
会場  JA東京あおば農協大泉支店
日付  平成28年7月27日（水）・28日（木）
会場  石神井庁舎

平成28年度 決算法人説明会及び新設法人説明会 ●訂正とお詫び●
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法人名等 代 表 者 名 所在地 業種

第
五
支
部

賛 押金秀男税理士事務所 押金　秀男 練馬区西大泉 3-27-22 税理士
合同会社　道 加藤あつ子 練馬区西大泉 3-29-16 介護サービス

賛 中華料理　山水楼 田中　正浩 練馬区西大泉 5-33-22 飲食業
一般社団法人 松田塾ジェニュインプレス協会 松田　茂伸 練馬区西大泉 5-33-47 学習塾
㈱進和電気 柏屋　一幸 練馬区南大泉 1-47-9 電気工事
㈲ヨシムラ工業 吉 村　 拡 練馬区南大泉 2-3-35 左官工事業

賛 宮澤三重子 練馬区南大泉 3-22-13 
賛 永井　政夫 練馬区南大泉 5-22-2 

㈱ゆとりな 野﨑　智絵 練馬区南大泉 5-29-9 保険サービス業

前号の27年度新入会員紹介において、第5支部の名簿業
種欄に誤りがありました。訂正した内容を改めて掲載させて
頂きます。関係者の方々には大変ご迷惑お掛けした事をお
詫び申し上げます。 　　 　　　　　  　広報委員長 小室

ま
だ「
委
任
状
」未
提
出
の
方
は
急
ぎ
、

ご
投
函
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

■決算法人説明会
平成28年5月26日（木）
平成28年6月14日（火）
時間：13：30 〜 16：00
会場：練馬西税務署 2 階大会議室
※詳細は、後日案内させていただきます。

※詳細は、後日案内させていただきます。


